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住宅用 高出力多結晶太陽電池モジュール ND-157AR

新製品解説
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まえがき

京都議定書の発効を機に，地球環境保全意識は一
層高まりを見せており，発電時に二酸化炭素を排出し
ない太陽光発電システムは，現在世界各国で大きな注
目を集めている。中でも日本は，太陽光発電をリード
し，住宅用を中心に順調な伸びを示している。そのよ
うな中，生産性の高い多結晶太陽電池モジュールが順
調に伸びており，今回，新開発のダークブルーセルによ
り，高出力を実現した多結晶太陽電池モジュールND-
157ARを開発した。

１．製品概要

本開発の多結晶太陽電池モジュールの外観を写真２
に示す。また，仕様を表１に示す。特長は，下記の通り
である。

（１） モジュール変換効率13.6％，最大出力157Wを実現
ウェーハ表面に独自のエッチングを施し，表面の光

反射を低減，光電流を向上した新開発ダークブルーセ
ルにより，モジュール変換効率13.6％，公称最大出力
157Wを実現した。

（２） ダークブルーセルにより，深みのある色調を実現
独自の表面エッチング技術により多結晶セルの結晶

粒が目立たず，落ち着いた色調のダークブルーセルを
実現。屋根材との調和を図り，美しい景観を演出する。
（写真１）
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写真１　従来セル（左）とダークブルーセル（右）

写真２　多結晶 太陽電池モジュール ND-157AR

表１　多結晶太陽電池モジュールの特性仕様

モジュール形名 ND-157AR
モジュール変換効率 13.6％
公称最大出力 157W
公称最大出力動作電圧 20.27V
公称最大出力動作電流 7.75A
公称開放電圧 25.40V
公称短絡電流 8.44A
質量 14.5kg
外形寸法（幅×奥行×高さ） 1,165×990×46mm
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２．技術概要

１）太陽電池セルの製造
図１に代表的な多結晶シリコン太陽電池セルの製造

工程を示す。
多結晶シリコンウェーハの製造方法は，キャスト方

法に代表され，るつぼに入れたシリコン原料を1400℃
以上の高温で溶解後，冷却し固化したインゴットをス
ライスする。セル工程では，光電流の増大を目的とし
て反射率を低減させるため，ウェーハ表面をエッチン
グし，スライス後のウェーハ表面のスライスダメージ
層を取り除く。
次に，表面にリンを拡散し，n型層を形成，反射防止

膜形成した後に，n型電極にはAgペーストを，p型電
極にはA1ペーストを用いそれぞれスクリーン印刷に
より形成し，焼成して完成する。

図１　多結晶太陽電池セルの代表的な製造プロセス

２）新エッチング技術
ウェーハをスライスした際，図２のように表面にス

ライスダメージが残り，取り除くためにエッチングが
必要である。多結晶シリコンは，特徴として，結晶粒（1
～ 10mm）毎に結晶方位が異なる。図３のように従来
のエッチング方法では結晶方位毎に面方位が異なり，
反射のばらつきの要因となる。
図４のように今回開発のエッチング技術では，結晶

方位に関係なく均一に凹凸のあるエッチング面の形成
を実現。これにより図５エッチング後のウェーハ反射
率，図６反射防止膜形成後の反射率に示されるように，
光反射が低減され，より多くの光を取り込むことが可
能となり，電流値が増加し出力特性の改善が図れた。
また，結晶粒が見え難くなり，落ち着いた色調のダーク
ブルーセルを実現。

むすび

今後，本エッチング技術を各製品に展開し，モジュー
ルの高効率化を図ると共に幅広く太陽光発電システム
の商品創出に努める。

図２ スライス後（未エッチング状態のウェーハ）の多結晶
ウェーハ

図３　従来エッチングウェーハ 図４　新エッチングウェーハ

図５　エッチング後のウェーハ反射率 図６　反射防止膜形成後の反射率
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